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第
二
一
回
看
護
歴
史
学
会
大
会

「
戦
後
看
護
教
育
の
検
証
」

日
本
看
護
歴
史
学
会
の
第
二
一
回
大

会
は
、
初
の
九
州
で
の
大
会
と
な
り
ま

し
た
。
今
回
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
は
『
戦

後
看
護
教
育
の
検
証
』
と
題
し
て
お
り

ま
し
た
が
、
看
護
界
の
相
次
ぐ
高
学
歴

化
の
反
面
で
は
、
医
師
会
で
の
准
看
護

婦
の
養
成
は
、
既
に
三
百
万
人
以
上
が

職
を
持
た
ぬ
状
況
で
す
。
に
も
拘
ら
ず
、

相
変
ら
ず
養
成
を
続
け
て
い
る
の
で
す
。

私
共
の
会
は
、
こ
の
矛
盾
を
明
ら
か

に
す
る
為
に
も
、
厚
生
行
政
等
に
関
わ
っ

た
金
子
光
先
生
、
現
群
馬
大
学
の
教
官

で
、
准
看
護
の
仕
事
を
し
た
事
の
あ
る

林
千
冬
氏
、
そ
し
て
、
間
接
的
な
が
ら

四
年
制
の
準
備
を
知
っ
て
お
ら
れ
る
高

知
女
子
大
学
看
護
学
部
の
山
崎
美
恵
子

先
生
、
看
護
大
学
推
進
を
日
本
看
協
会

の
立
場
か
ら
も
関
わ
っ
た
、
元
日
本
看

護
協
会
々
長
の
有
田
幸
子
氏
、
聖
路
加

看
護
大
学
理
事
長
日
野
原
垂
明
先
生
等

多
士
済
々
の
状
況
で
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
今
回
の
大
会
は
研

究
発
表
は
行
わ
れ
た
も
の
の
、
分
科
会

が
出
来
な
か
っ
た
事
は
残
念
で
し
た
。

尚
、
今
回
の
大
会
で
は
、
幹
事
以
外

の
方
々
に
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

地
元
の
大
分
の
方
々
の
御
協
力
で
、
江

崎
フ
サ
子
氏
、
別
府
市
観
梅
寺
谷
山
豊

樹
住
職
、
天
心
堂
へ
つ
ぎ
病
院
久
米
栄

代
氏
、
杉
村
記
念
病
院
都
甲
綾
子
氏
等

の
応
援
を
頂
き
、
地
域
の
由
緒
あ
る
ア

ル
メ
イ
ダ
病
院
等
々
の
多
く
の
方
々
の

御
支
援
を
頂
き
ま
し
た
。
誠
に
有
難
い

事
で
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
参
加
者
等
々

の
把
握
も
出
来
ず
、
大
会
の
運
営
上
に

つ
い
て
は
正
直
な
と
こ
ろ
、
不
安
を
持
っ

た
事
も
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
危
供
は
当
日
に
は
見

事
に
払
拭
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
の
大
分

県
青
少
年
会
館
の
フ
ロ
ア
ー
に
は
、
毎

回
の
事
な
が
ら
熱
気
が
溢
れ
て
お
り
ま

し
た
。
残
念
な
が
ら
今
回
の
大
会
で
は

分
科
会
が
運
営
で
き
ず
、
一
寸
、
寂
し

い
思
い
を
し
た
次
第
で
す
。

尚
、
来
年
の
学
会
の
場
所
に
つ
い
て

は
、
開
期
中
に
大
阪
市
内
が
決
定
し
て

お
り
ま
す
。
そ
の
折
、
又
、
皆
様
に
お

会
い
出
来
る
事
を
楽
し
み
に
し
て
お
り

ま
す
。

◆
諸
規
則
等
の
改
訂
等
に
つ
い
て

日
本
看
護
歴
史
学
会
幹
事
選
挙
規
約

第
一
条
　
こ
の
規
約
は
、
会
則
第
七
条

第
一
項
に
定
め
る
幹
事
選
挙
に
関
し

て
規
定
す
る
も
の
で
あ
る
。

第
二
条
　
目
本
看
護
歴
史
学
会
の
幹
事

の
定
数
は
一
〇
名
と
す
る
。

第
三
条
　
選
挙
人
及
び
被
選
挙
人
の
資

格
は
、
幹
事
選
挙
の
行
わ
れ
る
年
度

に
発
行
さ
れ
る
日
本
看
護
歴
史
学
会
々

員
名
簿
に
登
載
さ
れ
て
い
る
者
と
す

る

。

　

　

　

一

．

．

第
四
条
　
選
挙
管
理
委
員
会
は
、
改
選

の
年
に
開
催
さ
れ
る
総
会
の
場
で
会

員
に
よ
り
選
出
さ
れ
た
三
名
の
選
挙

管
理
委
員
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
る
。

第
五
条
　
幹
事
選
挙
の
公
示
は
、
日
本

．
看
護
歴
史
学
会
会
報
の
紙
上
に
お
い

て
行
う
も
の
と
す
る
。

第
六
条
　
幹
事
選
挙
の
投
票
は
、
選
挙

管
理
委
員
会
の
規
定
す
る
投
票
用
紙

を
使
用
し
、
一
〇
名
を
連
記
し
、
日

本
看
護
歴
史
学
会
選
挙
投
票
所
へ
無

記
名
で
郵
送
す
る
も
の
と
す
る
。

第
七
条
　
投
票
期
間
は
、
会
報
発
行
日

よ
り
三
ケ
月
と
し
、
そ
の
最
終
日
当

日
の
消
印
の
あ
る
も
の
は
有
効
と
す

る
。

第
八
条
　
開
票
の
結
果
、
得
票
順
に
上

位
一
〇
名
の
者
を
幹
事
候
補
者
と
し

て
幹
事
会
に
推
薦
す
る
。
尚
、
第
一

〇
位
の
者
が
複
数
以
上
あ
っ
た
場
合

に
限
り
、
該
当
者
す
べ
て
を
幹
事
候

補
者
と
み
な
す
も
の
と
す
る
。

第
九
条
　
幹
事
会
は
、
幹
事
候
補
者
に

．
対
し
て
就
任
の
許
否
を
確
認
す
る
。

第
一
〇
条
　
幹
事
選
挙
の
結
果
は
、
選

挙
ご
と
に
最
も
早
い
時
期
に
発
行
さ

・
れ
る
日
本
看
護
歴
史
学
会
々
報
紙
上

∵
に
発
表
し
、
承
認
は
総
会
の
場
で
行
・

う
も
の
と
す
る
。

第
二
条
　
幹
事
の
中
よ
り
欠
員
が
生

じ
た
場
合
の
補
充
は
行
わ
な
い
。

付
則
一
　
こ
の
規
約
の
改
廃
は
、
総
会

の
場
で
三
分
の
二
以
上
の
支
持
が
あ
っ

た
場
合
に
成
立
す
る
。

付
則
こ
　
こ
の
規
約
は
一
九
八
九
年
八

月
二
一
日
よ
り
施
行
す
る
。
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付
則
三
　
こ
の
規
約
は
一
九
九
八
年
八

月
七
日
よ
り
施
行
す
る
。

日
本
看
護
歴
史
学
会
会
則

総
則

第
一
条
　
本
会
は
日
本
看
護
歴
史
学
会

と
称
す
る
。

第
二
条
　
本
会
は
看
護
に
関
す
る
歴
史

の
新
た
な
方
向
性
と
可
能
性
を
求
め
、

広
く
考
究
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

第
三
条
　
年
一
回
の
総
会
及
び
関
連
事

業
（
学
術
講
演
、
特
別
講
義
、
研
究

報
告
）
を
開
催
す
る
。

第
四
条
　
本
会
は
機
関
紙
を
発
行
し
、

会
員
に
無
料
配
布
す
る
。
第
二
項

編
集
規
約
等
は
別
に
定
め
る
。

第
五
条
　
本
会
は
会
員
の
自
主
的
な
分

科
会
活
動
を
推
進
す
る
。

（
会
員
）

第
六
条
　
本
会
は
、
会
員
並
び
に
特
別

会
員
を
も
っ
て
組
織
す
る
。
第
二
項

会
員
は
、
看
護
の
歴
史
に
関
す
る
研

究
に
関
心
の
あ
る
も
の
で
、
年
会
費

四
千
円
を
納
め
た
者
と
す
る
。
但
し
、

年
会
費
を
三
年
以
上
滞
納
し
た
者
は

会
員
の
資
格
を
失
う
。
第
三
項
　
特

別
会
員
制
度
に
つ
い
て
は
、
別
に
定

め
る
。
　
　
　
　
　
・

第
七
条
　
本
会
は
会
員
よ
り
選
出
さ
れ

た
幹
事
に
よ
る
幹
事
会
を
置
く
。
第

二
項
選
挙
規
約
は
別
に
定
め
る
。

第
八
条
　
幹
事
会
は
本
会
の
運
営
に
当

る
。

第
九
条
　
幹
事
は
、
代
表
者
、
総
務

（
会
計
を
含
む
）
企
画
、
編
集
、
広

報
等
を
分
担
す
る
。

第
一
〇
条
　
幹
事
の
任
期
は
三
年
と
し
、

再
任
を
妨
げ
な
い
。
但
し
六
年
を
越

え
て
引
き
続
き
存
続
す
る
こ
と
は
出

来
な
い
。

第
二
条
　
会
計
監
査
二
名
を
置
き
、

総
会
の
場
で
選
出
し
、
任
期
を
一
年

と
す
る
。

付
則

第
一
項
　
本
会
則
は
一
九
八
七
年
八
月

二
七
日
よ
り
施
行
す
る
。

本
会
則
は
一
九
八
九
年
八
月
一
九
日

よ
り
施
行
す
る
。

本
会
則
は
一
九
九
一
年
八
月
一
九
日

よ
り
施
行
す
る
。

本
会
則
は
一
九
九
八
年
七
月
七
日
よ

り
施
行
す
る
。

以
上

◆
日
本
看
護
歴
史
学
会
製
作
の
テ
レ
カ

の
販
売
に
つ
い
て

テ
レ
カ
の
種
類
は
、
看
護
婦
百
年
、

助
産
婦
二
一
〇
年
及
び
保
健
婦
五
〇
年

の
三
種
頬
で
す
。
各
一
枚
八
〇
〇
円
で

す
。
お
問
い
合
せ
は
直
接
亀
山
迄
、
御

連
絡
下
さ
い
。

◆
メ
デ
カ
ル
フ
レ
ン
ド
社
刊
『
検
証
1

戦
後
肴
の
5

0
年
』
編
集

日
本
看
護
歴
史
学
会
編
集
。
三
六
〇
〇

円
。
但
し
、
本
会
々
員
は
一
割
引
に
な

り
ま
す
。
御
購
入
の
方
は
、
直
接
亀
山

迄
御
連
絡
下
さ
い
。
（
京
都
市
左
京
区

聖
護
院
川
原
町
五
一
京
都
大
学
医
療

技
術
短
期
大
学
部
．
亀
山
美
知
子
宛
）

◎
参
加
者
の
声

久
芳
美
代
子

日
々
の
活
し
を
楽
し
み
に
喜
ん
で
定

年
を
迎
え
ま
し
た
が
、
新
設
の
看
護
福

祉
大
学
で
再
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
慣
れ
な
い
教
育
の
場
で
色
々

な
問
題
に
追
い
立
て
ら
れ
る
よ
う
に
過

ご
し
て
い
ま
す
。
今
学
会
で
は
看
護
教

育
の
背
景
や
大
学
教
育
の
誕
生
な
ど
、

興
味
深
い
内
容
が
多
く
大
変
勉
強
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
学
会
で
は
、
昔
ご
指

導
い
た
だ
い
た
立
派
な
先
生
方
に
お
会

い
で
き
る
の
も
、
大
き
な
楽
し
み
で
す
。

力
強
い
先
生
方
の
お
声
に
活
を
入
れ
ら

れ
た
思
い
が
し
ま
し
た
。

森
律
子

九
州
に
お
け
る
初
め
て
の
大
会
に
熊

本
に
住
む
私
も
参
加
さ
せ
て
頂
い
た
。

そ
の
中
で
思
っ
た
事
、
研
究
の
要
旨
を

与
え
ら
れ
た
時
間
内
に
如
何
に
ま
と
め

相
手
に
伝
え
る
か
？
そ
の
難
し
さ
で
あ

る
。
聴
き
た
い
テ
ー
マ
故
、
時
間
延
長

二
割
引
で
す
。

亀
山
迄
御
連
絡
下
さ
い
。
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は
次
の
発
表
者
に
も
影
響
し
て
く
る
こ

と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
を
自
分
で
ど
う

す
る
か
に
つ
な
が
る
と
振
り
返
っ
た
次

第
で
あ
る
。

日
本
看
護
歴
史
学
会
に
参
加
し
て

鬼
村
　
和
子

私
は
今
回
初
め
て
こ
の
学
会
に
出
席

し
ま
し
た
。
学
会
の
印
象
と
し
て
和
や

か
な
雰
囲
気
を
感
じ
ま
し
た
。
看
護
界

の
大
先
輩
の
諸
先
生
方
や
私
の
母
校
の

先
輩
方
に
お
会
い
で
き
て
、
心
豊
か
に

な
れ
た
ひ
と
と
き
で
し
た
。

九
大
医
療
技
術
短
期
大
学
部
も
四
年

生
へ
改
組
に
向
け
て
悶
々
と
し
て
い
る

最
中
で
す
が
、
金
子
先
生
の
お
話
を
伺
っ

て
、
四
年
生
で
あ
る
べ
き
と
意
を
強
く

し
た
次
第
で
す
。
大
阪
で
の
会
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。

内
田
　
卿
子

日
本
看
護
歴
史
学
会
は
、
看
護
系
の

ど
の
学
会
に
比
較
し
て
も
、
誠
に
こ
じ

ん
ま
り
と
し
た
少
数
の
会
員
か
ら
構
成

さ
れ
て
い
る
学
会
で
あ
る
。
然
し
、
小

さ
く
と
も
家
族
的
で
一
人
一
人
が
真
剣

に
、
今
日
の
看
護
の
歩
み
に
つ
い
て
興

味
を
持
っ
て
熱
心
に
研
究
に
励
ん
で
い

る
。学

会
に
出
席
す
る
度
に
、
今
あ
る
姿

が
諸
先
輩
の
尊
い
努
力
と
取
り
組
み
の

結
果
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
の
問
題
解
決

の
指
標
で
あ
る
と
受
け
止
め
て
い
る
。

更
に
多
く
の
方
々
が
参
加
さ
れ
る
様
に

周
知
に
努
め
る
こ
と
が
大
切
だ
と
感
じ

て
い
る
。

◆
新
入
会
員
紹
介
（
敬
称
略
）

吉
岡
　
俊
江

花
の
谷
ク
リ
ニ
ッ
ク

〒
二
九
五
－
〇
〇
〇
四

千
葉
県
安
房
郡
千
倉
町
白
子二

四
四
六

℡
〇
四
七
〇
I
四
四
－
五
三
〇
三

自
宅
住
所
　
千
葉
県
安
房
郡
千
倉
町

瀬
戸
二
九
四
四
－
二
〇

ミ
ラ
マ
ー
ル
千
倉
一
〇
一

℡
〇
四
七
〇
－
四
四
－
三
五
三
〇

小
川
　
法
子

河
内
長
野
看
護
専
門
学
校

〒
五
八
六
－
〇
〇
一
二

河
内
長
野
市
菊
水
町
ニ
ー
二
二

℡
〇
七
二
一
－
五
四
－
一
五
五
〇

自
　
宅
　
大
阪
市
大
正
区
泉
尾

一
－
一
六
－
ニ
ー
七
一
八

山
口
　
　
忍

順
天
堂
大
学
医
療
短
期
大
学

〒
二
七
八
－
〇
〇
二
三

千
葉
県
浦
安
市
高
洲
ニ
ー
二

℡
〇
四
七
－
三
五
五
－
三
二
一

自
　
宅
　
東
京
都
江
戸
川
区
清
新
町

一
－
四
－
一
五
－
三
二
二

本
間
た
づ
子

藤
森
看
護
専
門
学
校

〒
六
七
〇
－
〇
八
八
三

兵
庫
県
姫
路
市
城
北
本
町

℡
〇
七
九
二
－
八
二
－
六
八
六
〇

自
宅
住
所
　
兵
庫
県
姫
路
市
東
延
末

四
丁
目
一
九
－
二

℡
〇
七
九
二
－
八
八
－
三
三
一
六

山
崎
美
恵
子

高
知
女
子
大
学

〒
七
六
一
I
〇
二
一

高
知
市
池
二
七
五
一
－
一

℡
〇
八
八
八
－
四
七
－
八
七
二
一

自
宅
住
所
　
高
知
市
竹
島
町

一
五
七
1
六
六

℡
〇
八
八
八
1
三
二
－
三
五
三
九

千
葉
　
郁
代

九
州
大
学
生
体
防
御
医
学
研
究
所

付
属
病
院

℡
〇
九
七
七
－
二
七
－
一
七
三
四

自
宅
住
所
　
大
分
県
別
府
市
田
の
湯

、
　
三
－
ニ
ー
二
〇
七

〒
八
七
四
－
〇
八
三
三

丸
山
マ
サ
美

九
州
大
学
医
療
技
術
短
期
大
学
部

〒
八
二
一
－
八
五
八
二

福
岡
市
東
区
馬
出
三
－
一
－
一

℡
〇
九
ニ
ー
六
四
二
－
六
七
一
〇

自
宅
住
所
　
福
岡
市
博
多
区
吉
塚
本
町

九
Ⅰ
一

℡
〇
九
二
－
六
二
三
－

四l二八＿〇五

奥
村
　
和
子

九
州
大
学
医
療
技
術
短
期
大
学
部

〒
八
二
一
－
八
五
八
二

福
岡
市
東
区
馬
出
三
1
一
－
一

℡
〇
九
二
－
六
四
二
1
六
七
〇
八

自
宅
住
所
　
福
岡
市
博
多
区
吉
塚
九
番

一
〇
－
一
〇
〇
四

大
池
美
也
子

九
州
大
学
医
療
技
術
短
期
大
学
部

〒
八
二
一
－
八
五
八
二

福
岡
市
東
区
馬
出
三
－
一
－
一

℡
〇
九
二
－
六
四
二
－
六
七
〇
三

自
宅
住
所
　
福
岡
市
東
区
馬
出

三

－

一

－

一

℡
〇
九
二
－
六
四
二
－
六
七
〇
三

多
喜
田
恵
子

〒
四
六
七
－
〇
〇
三
二

名
古
屋
市
瑞
穂
屈
瑞
穂
町
川
澄
一

℡
〇
五
二
－
八
五
三
－
八
〇
四
七

自
宅
住
所
　
春
日
井
市
不
庭
台
六
－
一

℡
〇
五
六
八
－
九
二
－
三
五
七
五

宇
田
川
優
子

東
京
都
老
人
医
療
セ
ン
タ
ー

〒
一
七
三
1
〇
〇
一
五

板
橋
区
栄
町
三
五
－
二
・

℡
〇
三
－
三
九
六
四
－
一
一
四
一
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自
宅
住
所
　
東
京
都
荒
川
区
東
日
暮
里

五
－
五
二
－
一
〇

℡
〇
三
－
三
八
九
一
－
二
八
二
八

〇
三
－
三
八
〇
一
－
七
三
二
三

西
田
　
直
代

〒
八
七
四
－
〇
九
三
〇

別
府
市
光
町
二
四
－
一
九

℡
〇
九
七
七
－
二
四
－
二
四
一
五

欝
藤
　
悦
子

藤
田
保
健
衛
生
大
学
衛
生
学
部

看
護
学
科

〒
四
七
〇
－
一
一
〇
一

豊
明
市
沓
掛
町
田
楽
ケ
窪
一
－
九
八

℡
〇
五
六
ニ
ー
九
三
－
二
五
〇
一

春
原
　
郁
子

〒
九
六
〇
－
二
一
四
四

福
島
市
松
川
町
関
谷
字
坂
下六

七
番
地

メ
ゾ
ン
松
風
　
二
〇
三
号

℡
〇
二
四
－
五
四
九
－
〇
七
九
七

青
山
ヒ
フ
ミ

大
阪
府
立
看
護
大
学

〒
五
八
三
－
〇
八
七
二

大
阪
府
羽
曳
野
市
は
び
さ
の

三
－
七
－
三
〇

℡
〇
七
二
九
－
五
〇
－
二
二
一

尚
、
今
年
度
よ
り
前
掲
の
通
り
、
幹

事
選
挙
規
約
が
改
訂
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

新
た
に
、
選
挙
管
理
委
員
会
を
設
置
す

る
事
に
な
り
ま
し
た
。

尚
、
投
票
所
は
茨
木
市
東
大
田
四
－

五
－
四
　
藍
野
学
院
短
期
大
学
　
日
限

ふ
み
子
氏
宛
に
な
り
ま
す
。

〓
〓
〓
〓
〓
〓
l
〓
〓
l
〓
〓
〓
〓
●
ニ
ー
〓
〓
暮
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
●

看
護
史
一
口
メ
モ
　
⑩

私
は
今
、
女
医
第
一
号
荻
野
吟
の
伝

記
を
書
い
て
い
る
が
、
従
来
、
余
り
知

ら
れ
な
か
っ
た
事
が
明
ら
か
に
な
る
事

は
、
史
料
の
発
掘
で
何
と
か
な
る
も
の

で
あ
る
。

例
え
ば
、
こ
ん
な
ケ
ー
ス
が
あ
る
。

大
関
和
は
明
治
三
一
年
、
婦
人
矯
風
会

の
役
員
に
推
薦
さ
れ
た
後
、
看
護
婦
で

あ
る
事
か
ら
、
衛
生
課
長
と
し
て
活
躍

す
る
事
に
な
っ
た
。
一
方
、
荻
野
吟
は

自
ら
「
私
立
大
日
本
婦
人
衛
生
会
」
を

創
設
し
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
既
に
男

性
達
が
創
設
し
た
「
大
日
本
私
立
衛
生

会
」
が
明
治
一
六
年
に
創
設
さ
れ
て
い

た
が
、
吟
は
、
男
性
等
の
講
義
等
は
女

性
に
は
理
解
出
来
難
い
た
め
、
分
か
り

易
い
言
葉
で
講
義
を
す
る
必
要
性
を
感

じ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
会
に
、
大
関

和
も
入
会
し
た
事
で
、
荻
野
吟
と
の
知

己
を
得
た
と
考
え
ら
れ
る
。
だ
が
、
そ

の
後
の
大
関
は
内
務
省
と
の
交
渉
等
々

で
、
㌧
何
程
の
吟
と
の
関
係
は
得
ら
れ
ぬ

ま
ま
と
な
っ
た
様
で
あ
る
。
（
か
）
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日
本
看
護
歴
史
学
会
会
報
第
三
二
号

編
集
責
任
者
　
亀
山
美
知
子

発
行
責
任
者
　
岡
山
寧
子
・
福
本
　
患

京
都
府
立
医
科
大
学

医
療
技
術
短
期
大
学
部

〒
甲
脚
　
京
綱
桐
机
銅
町
衆
入

京
都
府
立
医
科
大
学

医
療
技
術
短
期
大
学
部

岡
山
　
寧
子

凪
〇
七
五
1
二
一
二
1
五
四
四
二

福
本
　
患

侃
〇
七
五
－
二
一
二
－
五
四
三
四

F
A
X
〇
七
五
－
二
一
二
1
五
四
二
三

（
短
大
直
通
）
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